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ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

●
全
国
連
携
展
示
：
第
一
回
展
示

　

令
和
5
年
7
月
15
日
（
土
）〜
9
月
6
日
（
水
）

　

第
二
回
展
示

　

�

令
和
6
年
1
月
10
日（
水
）〜
2
月
27
日（
火
）（
予
定
）

●
全
国
連
携
講
演
会
：
第
一
回
講
演
会

　

令
和
5
年
8
月
28
日
（
月
）

　

第
二
回
講
演
会

　

�

令
和
6
年
1
月
24
日
（
水
）
ま
た
は
2
月
26
日
（
月
）

（
予
定
）

※�

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

（
公
財
）
特
別
区
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確

認
の
上
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
・

特
別
区
協
議
会
事
業
部
）令和4年度全国連携展示及び講演会の様子

6
月
8
日
（
木
）
開
催
の
特
別
区
副
区
長
会
総
会

に
お
い
て
、
正
・
副
会
長
及
び
幹
事
が
選
任
さ
れ
、

同
日
付
で
就
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
、
正
・
副
会
長
は
令
和
7
年
6
月
7
日
ま

で
の
2
年
、
幹
事
は
令
和
6
年
6
月
7
日
ま
で
の
1

年
で
す
。

新
役
員
の
氏
名
等
は
表
の
と
お
り
で
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

特
別
区
副
区
長
会

新
役
員
が
就
任

特別区副区長会役員

会 　 　 長 佐　藤　安　夫 荒川区副区長　　

副 会 長 桑　村　正　敏 品川区副区長

副 会 長 寺　田　好　孝 新宿区副区長

幹 　 　 事 坂　田　融　朗 千代田区副区長

幹 　 　 事 佐　藤　正　子 文京区副区長

幹 　 　 事 杉　浦　小　枝 渋谷区副区長

幹 　 　 事 渡　辺　幸　一 杉並区副区長

幹 　 　 事 植　竹　　　貴 葛飾区副区長

令
和
5
年
度
全
国
連
携
展
示

及
び
講
演
会
の
ご
案
内

東
京
区
政
会
館
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
被
災
地
支
援
を
通
じ
た
全
国
連
携
を
テ
ー
マ
に
展

示
を
開
催
し
ま
す
。

近
代
日
本
の
首
都
圏
に
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し

た
関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
の
節
目
に
当
た
る
今
年

度
は
、
被
災
地
支
援
や
災
害
対
策
に
関
す
る
展
示
と
講

演
会
を
実
施
し
ま
す
。
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特
別
区
議
会
議
長
会
会
長

　
　
　江
東
区
議
会
議
長

　山
本

　香
代
子

特別区議会議長会会長就任のあいさつ
こ
の
度
、
特
別
区
議
会
議
長
会
会
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
江
東
区
議
会
議

長
の
山
本
で
ご
ざ
い
ま
す
。
重
責
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
は
あ
り
ま
す

が
、
副
会
長
の
丸
山
渋
谷
区
議
会
議
長

を
は
じ
め
各
議
長
の
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
、
特
別
区
政
の
円
滑
な
運
営
と
そ

の
発
展
の
た
め
、
精
一
杯
務
め
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

世
界
を
揺
る
が
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
も
5
類
感
染
症
へ
と
移

行
さ
れ
、
区
民
の
社
会
・
経
済
活
動
も

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
正
常
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
や
変

化
に
対
し
、
D
X
推
進
や
S
D
G
s
達

成
を
目
指
し
た
新
た
な
社
会
形
成
へ
の

取
組
み
が
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
社
会
経
済
や
区
民
生
活
へ
の

影
響
を
注
意
深
く
見
極
め
な
が
ら
、
活

力
と
成
長
を
目
指
す
戦
略
が
描
け
る
よ

う
、
国
や
他
の
地
方
自
治
体
と
も
力
を

合
わ
せ
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で

す
。

ま
た
、
9
5
0
万
人
を
超
え
る
人
口

を
有
す
る
特
別
区
は
、
政
治
・
経
済
・

文
化
の
中
心
地
と
し
て
区
域
内
だ
け
で

な
く
、
わ
が
国
全
体
の
持
続
と
発
展
に

も
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
世
界
で
も
例
を
見
な
い

速
さ
で
進
行
す
る
高
齢
社
会
へ
の
対
応

や
、
価
値
観
が
一
層
多
様
化
す
る
中
で

の
少
子
化
対
策
、
急
速
に
老
朽
化
が
進

む
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
、
近
い
将
来

の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
大
規
模
地

震
や
激
甚
化
す
る
気
象
災
害
対
策
な
ど

課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
区
民
の
代

表
で
あ
る
各
区
議
会
は
、
区
民
の
皆
様

の
声
を
行
政
に
届
け
、
行
政
と
一
体
と

な
っ
て
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
一
方
で
、
各
区
が
共
同
で
取
り
組

む
必
要
の
あ
る
課
題
や
、
連
携
し
て
相

互
に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
そ
の
実
現
を

目
指
す
べ
き
課
題
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
各
区
議
会
を
代
表
す
る
議
長
が
一

同
に
会
す
る
特
別
区
議
会
議
長
会
は
、

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
着
実
に
受
け
継

ぎ
、
特
別
区
政
の
一
層
の
発
展
と
、
特

別
区
の
地
域
で
活
躍
す
る
す
べ
て
の
皆

様
の
幸
福
の
た
め
、
特
別
区
長
会
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
23
名
が
一
体
と
な

り
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

関
係
各
位
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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6
月
27
日
に
第
2
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

主
な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︽
組
合
役
員
︾　

＊
印
は
今
回
選
任
の
役
員

︽
議
会
役
職
︾　

全
員
新
任

︽
審
議
結
果
︾

・�

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
副
管
理
者
の
選

任
同
意
に
つ
い
て　

︱
2
件
︱�

（
同
意
）

・�

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
監
査
委
員
の
選

任
同
意
に
つ
い
て　

︱
2
件
︱�

（
同
意
）

・�

和
解
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

港
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

品
川
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

世
田
谷
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

板
橋
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

新
江
東
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

葛
飾
清
掃
工
場
プ
ラ
ン
ト
制
御
用
電
算
シ
ス
テ
ム
整

備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

千
歳
清
掃
工
場
延
命
化
に
伴
う
電
気
設
備
更
新
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

破
砕
ご
み
処
理
施
設
解
体
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て�

（
可
決
）

・�

江
戸
川
清
掃
工
場
建
替
工
事
請
負
契
約
の
契
約
変
更

に
つ
い
て�

（
可
決
）

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会
事
務
局
）

6
月
2
日
開
催
の
特
別
区
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

に
お
い
て
、新
役
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

「
特
別
区
議
会
議
長
会
名
簿
」
に
つ
い
て
は
、
特
別

区
議
会
議
長
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.tokyo23city-

gichokai.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

特
別
区
議
会
議
長
会

新
役
員
の
選
任

　特別区議会議長会役員� （令和５年６月２日現在）

会　　長 山　本　　香代子 江 東 区 議 会 議 長

副 会 長 丸　山　　高　司 渋 谷 区 議 会 議 長

会計監事 池　田　　裕　一 豊 島 区 議 会 議 長

幹　　事 瓜　生　　正　高 中 央 区 議 会 議 長

幹　　事 白　石　　英　行 文 京 区 議 会 議 長

幹　　事 押　見　　隆　太 大 田 区 議 会 議 長

幹　　事 田　中　やすのり 板 橋 区 議 会 議 長

幹　　事 福　田　　はるみ 墨 田 区 議 会 議 長

参　　与 秋　谷　　こうき 千代田区議会議長

参　　与 大　沢　　たかし 北 区 議 会 議 長

6
月
19
日
に
第
2
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

主
な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︽
組
合
役
員
︾　

＊
印
は
今
回
選
任
の
役
員

︽
議
会
役
職
︾　

全
員
新
任

︽
審
議
結
果
︾

・�

特
別
区
競
馬
組
合
副
管
理
者
の
選
任
の
同
意
に
つ

い
て　

︱
2
件
︱�

（
同
意
）

・�

特
別
区
競
馬
組
合
監
査
委
員
の
選
任
の
同
意
に
つ

い
て�

（
同
意
）

・�

現
金
投
票
端
末
装
置
の
買
入
れ
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
投
票
専
用
関
連
更
新
機
器
の
買

入
れ
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

新
紙
幣
及
び
新
硬
貨
対
応
機
器
の
買
入
れ
に
つ
い
て�

�

（
可
決
）

・�

Q
R
決
済
機
能
追
加
機
器
の
買
入
れ
に
つ
い
て

�

（
可
決
）

（
特
別
区
競
馬
組
合
議
会
事
務
局
）

令
和
5
年
第
2
回
特
別
区
競
馬

組
合
議
会
定
例
会
の
結
果

組　　合　　役　　員

＊ 管 理 者 近　藤　弥　生 足 立 区 長
＊ 副 管 理 者 森　澤　恭　子 品 川 区 長
＊ 副 管 理 者 服　部　征　夫 台 東 区 長

副 管 理 者 小柳津　　　明 知 識 経 験 者
監 査 委 員 田　辺　裕　子 知 識 経 験 者

＊ 監 査 委 員 池　田　裕　一 豊島区議会議長

議　　会　　役　　職

議 長 秋　谷　こうき 千代田区議会議長
副 議 長 丸　山　高　司 渋 谷 区 議 会 議 長
総 務 ・ 事 業 委 員 長 酒　井　たくや 中 野 区 議 会 議 長
総務・事業副委員長 髙　森　喜美子 台 東 区 議 会 議 長
財 務 委 員 長 峯　岸　良　至 葛 飾 区 議 会 議 長
財 務 副 委 員 長 渡辺　ゆういち 品 川 区 議 会 議 長
運 営 委 員 長 押　見　隆　太 大 田 区 議 会 議 長
運 営 副 委 員 長 瓜　生　正　高 中 央 区 議 会 議 長

令
和
5
年
第
2
回
東
京
二
十
三
区
清
掃

一
部
事
務
組
合
議
会
定
例
会
の
結
果

議　　会　　役　　職

議 長 大　沢　たかし 北 区 議 会 議 長
副 議 長 山　本　香代子 江東区議会議長
総務・事業委員長 髙　森　喜美子 台東区議会議長
総務・事業副委員長 酒　井　たくや 中野区議会議長
財 務 委 員 長 渡辺　ゆういち 品川区議会議長
財 務 副 委 員 長 峯　岸　良　至 葛飾区議会議長
運 営 委 員 長 瓜　生　正　高 中央区議会議長
運 営 副 委 員 長 押　見　隆　太 大田区議会議長

組　　合　　役　　員

管 理 者 吉　住　健　一 新 宿 区 長
＊ 副 管 理 者 前　川　燿　男 練 馬 区 長
＊ 副 管 理 者 深　井　祐　子 知 識 経 験 者
＊ 監 査 委 員 池　田　裕　一 豊島区議会議長

監 査 委 員 樋　口　高　顕 千 代 田 区 長
＊ 監 査 委 員 橋　本　正　彦 知 識 経 験 者
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6
月
16
日
（
金
）
に
第
2
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。付

議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
審
議
結
果
》

〇
予
算
案
件

・�

令
和
5
年
度
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）�

（
可
決
）

〇
人
事
案
件

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
常
勤
副
管
理
者
の
選

任
同
意
に
つ
い
て�

（
入
澤
幸
氏
の
選
任
に
同
意
）

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
総
務
部
）

令
和
5
年
第
2
回
特
別
区
人
事
・

厚
生
事
務
組
合
議
会
定
例
会
の
結
果

6
月
15
日
（
木
）
に
評
議
員
選
定
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
　
審
議
内
容

（
1
）
評
議
員
選
定

�　

5
月
15
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お
い

て
、
評
議
員
の
補
欠
選
任
と
し
て
評
議
員
候
補
者
を

推
薦
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
選
定
委
員
会

で
審
議
の
結
果
、
12
名
全
員
が
当
協
議
会
の
評
議
員

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。（
詳
細
は
別
表
の
と
お
り
）

2
　
任
期

　

前
任
者
の
残
任
期
間

�（
令
和
5
年
6
月
27
日
開
催
の
令
和
5
年
度
定
時
評

議
員
会
終
結
の
時
か
ら
令
和
8
年
度
定
時
評
議
員
会

終
結
の
時
ま
で
）

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
総
務
部
）

令
和
５
年
度　

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会

評
議
員
選
定
委
員
会
の
結
果

令
和
５
年
度　

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会

第
３
回
理
事
会（
み
な
し
決
議
）の
結
果

第
3
回
理
事
会
は
書
面
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
審
議

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
　
決
議
事
項

（
1
） 

人
事
案
件

役
付
理
事
の
選
定
に
つ
い
て

�　

吉
住
健
一
理
事
を
理
事
長
に
、
入
澤
幸
理
事
を
常

務
理
事
に
選
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
理
事
全
員
か

ら
同
意
の
意
思
表
示
が
あ
り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

�　

ま
た
、
監
事
2
名
か
ら
の
当
該
提
案
に
対
す
る
、

異
議
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
詳
細
は
別
表
の
と
お
り
）

2
　
決
議
の
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
日

　

令
和
5
年
6
月
27
日

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
総
務
部
）

公益財団法人特別区協議会 役員一覧

令和5年6月27日現在
評議員（16人）

瓜　生　　正　高 中 央 区 議 会 議 長 新 任
白　石　　英　行 文 京 区 議 会 議 長 新 任
押　見　　隆　太 大 田 区 議 会 議 長 新 任
丸　山　高　司 渋 谷 区 議 会 議 長 新 任
池　田　　裕　一 豊 島 区 議 会 議 長 新 任
田　中　康　智 板 橋 区 議 会 議 長 新 任
福　田　はるみ 墨 田 区 議 会 議 長 新 任
山　本　香代子 江 東 区 議 会 議 長
樋　口　高　顕 千 代 田 区 長
服　部　征　夫 台 東 区 長
山　田　加奈子 北 区 長 新 任
森　澤　恭　子 品 川 区 長 新 任
鈴　木　晶　雅 大 田 区 長 新 任
酒　井　直　人 中 野 区 長
山　本　　　亨 墨 田 区 長 新 任
近　藤　弥　生 足 立 区 長 新 任

※新任12人:6月15日開催の評議員選定委員会で選任

理事（7人）
吉　住　健　一 新 宿 区 長 （ 理 事 長 ） 新 任
山　本　泰　人 中 央 区 長 　
成　澤　廣　修 文 京 区 長 新 任
保　坂　展　人 世 田 谷 区 長 新 任
坂　本　　　健 板 橋 区 長 新 任
青　木　克　德 葛 飾 区 長 新 任
入　澤　　　幸 知識経験者（常務理事）

※新任5人:6月27日開催の定時評議員会で選任

監事（2人）
斉　藤　　　猛 江 戸 川 区 長 新 任
伊　藤　和　彦 知 識 経 験 者

※新任1人:6月27日開催の定時評議員会で選任

6
月
27
日
（
火
）
に
定
時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
報
告
案
件

・�

令
和
4
年
度
事
業
報
告�

（
了
承
）

・�

令
和
4
年
度
資
金
の
運
用
実
績
報
告�

（
了
承
）

・�

東
京
区
政
会
館
貸
付
契
約
に
お
け
る
経
費
の
内
容

改
定
に
伴
う
協
議
の
開
始
に
つ
い
て�

（
了
承
）

・�

東
京
区
政
会
館
貸
付
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

�

（
了
承
）

〇
決
議
案
件

・�

令
和
4
年
度
決
算�

（
決
定
）

〇
人
事
案
件

　

・�

理
事
及
び
監
事
の
選
任
に
つ
い
て�

（
決
定
）

　

（
詳
細
は
別
表
の
と
お
り
）

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
総
務
部
）

令
和
５
年
度　

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会

定
時
評
議
員
会
の
結
果
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令和5年度Ⅰ類採用試験（秋試験）の実施について
〜特別区職員Ⅰ類採用試験【土木造園（土木）・

建築】を追加で実施します〜
特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
特
別
区
職
員
Ⅰ
類
採
用
試
験
【
土
木
造
園
（
土
木
）・

建
築
】
を
9
月
10
日
（
日
）
に
追
加
実
施
し
ま
す
。

Ⅰ
類
採
用
試
験
（
秋
試
験
）
は
、
就
職
活
動
の
途
中
か
ら
公
務
員
を
目
指
す
方
、

転
職
を
希
望
し
て
い
る
第
二
新
卒
の
方
、
自
治
体
の
採
用
試
験
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
方
な
ど
も
受
験
し
や
す
い
日
程
及
び
内
容
の
試
験
で
す
。
詳
し
い
日
程
等
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

今
年
度
の
採
用
候
補
者
選
考
の
申
込

者
総
数
は
2
4
4
名
で
、
昨
年
に
比
べ

8
名
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

第
1
次
選
考
（
筆
記
試
験
）
を
6
月

18
日
（
日
）
に
、
第
2
次
選
考
（
実

技
・
面
接
試
験
）
を
8
月
12
日
（
土
）

及
び
13
日
（
日
）
に
実
施
し
、
9
月
7

日
（
木
）
に
最
終
合
格
者
の
発
表
を
行

う
予
定
で
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育

委
員
会
事
務
局
）

今
年
度
の
園
長
選
考
に
は
8
名
、
副

園
長
選
考
に
は
7
名
の
受
験
申
込
が
あ

り
ま
し
た
。

筆
記
試
験
は
、
園
長
選
考
が
7
月
14

日
（
金
）
ま
で
に
論
文
提
出
、
副
園
長

選
考
が
7
月
21
日
（
金
）
に
管
理
職
候

補
者
養
成
研
修
（
修
了
者
は
筆
記
試
験

免
除
）
を
実
施
予
定
で
す
。

面
接
試
験
は
、
園
長
・
副
園
長
選
考

と
も
に
、
8
月
19
日
（
土
）
に
実
施
し

ま
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育

委
員
会
事
務
局
）

特
別
区
立
幼
稚
園
教
員

採
用
候
補
者
選
考
の
実
施
状
況

特
別
区
立
幼
稚
園
園
長
・

副
園
長
選
考
の
実
施
状
況

主な受験資格

日本国籍を有する人で、22歳以上32歳未満の人
（平成4年4月2日から平成14年4月1日までに生まれた人）

実 施 日 程

告示日 申込受付期間 1次試験日 1次合格発表日 2次試験日 最終合格発表日

7月27日（木）
7月27日（木）～
8月10日（木）

9月10日（日） 10月11日（水） 10月22日（日） 11月17日（金）

試 験 方 法

1次試験 専門試験

2次試験 口述試験（自己PRシートによるプレゼンテーションを含む）

Ⅰ類採用試験（春試験）との併願について

春試験（令和5年4月30日（日）第1次試験実施）に申し込んだ方でも、秋試験に申し込むことができます。ただ
し、春試験で最終合格した場合は、試験区分にかかわらず秋試験に申し込むことができません。春試験最終合格者
の重複申込については、申込無効とします。

※その他詳細については、採用試験案内で発表します。

申　込　状　況

年　度 園長選考 副園長選考

令和5年度 8名 7名

令和4年度 11名 6名

増　減 ▲3名 1名

申　込　状　況

年　度 申込者数
合格者
予定数

令和5年度実施 
（令和6年度採用）

244名 10名程度

令和4年度実施 
（令和5年度採用）

236名 10名程度

増　減 8名  

申込者数の年度推移

600

500

400

300

200

100

0

人

申込者数の年度推移

2年度30年度 令和元年度 3年度 5年度4年度

440

387

576
537

244236
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『サマージャンボ宝くじとサマージャンボミニが
7月4日から発売されます』

今年のサマージャンボは、7月4日（火）から全国の宝くじ売場で「サマージャンボ宝くじ」と「サマージャンボミニ」の�
2種類が同時発売されます。
当せん金は、サマージャンボが1等5億円・前後賞合わせて7億円で、1等5億円が24本、前後賞1億円が48本、2等5万円は2,400
本です。
また、ミニは1等2,000万円で、2等・100万円です。
明るく住みよい
　　　まちづくりのために
昨年のサマージャンボ宝くじは、全国で666億円の売上げがあり、当せん金や手数料等の発売経費を除いた250億円が全国の
都道府県に交付され、そのうち約23億円が当協会に配分されました。
配分された収益金は、区市町村の災害対策事業及び公共施設整備事業の資金として低利の貸付を行ったり、「みどり東京・
温暖化防止プロジェクト」、「特別区全国連携プロジェクト関連事業」等、区市町村が連携及び共同して行う事業に助成するな
ど、区市町村の明るく住みよいまちづくりのために活用されます。
収益金は、各地域の販売実績に応じて配分されますので、皆さん、お買い求めは、ぜひ『東京都内の宝くじ売場』で！
なお、インターネットでも購入できます。
詳しくは、「公式サイト」https://www.takarakuji-official.jp/をご覧ください。
◎発売期間　7月4日（火）から8月4日（金）
◎抽せん日　8月18日（金）
� 公益財団法人東京都区市町村振興協会　　電話（5210）9945

2023年区市町村振興宝くじ

公益財団法人 東京都区市町村振興協会

区市町村の明るく住みよい
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特別区職員経験者採用試験・選考等の
申込受付を開始しました

特
別
区
人
事
委

員
会
は
、
令
和
5

年
度
特
別
区
職
員

経
験
者
採
用
試

験
・
選
考
及
び
就

職
氷
河
期
世
代
を

対
象
と
す
る
採
用

試
験
の
第
1
次
試

験
・
選
考
を
9
月

3
日
（
日
）
に
、

Ⅲ
類
採
用
試
験
及

び
障
害
者
を
対
象

と
す
る
採
用
選
考

の
第
1
次
試
験
・

選
考
を
9
月
10
日

（
日
）
に
実
施
し

ま
す
。

な
お
、
経
験
者

採
用
試
験
・
選
考

に
つ
い
て
は
、
新
た

に
事
務
（
I
C
T
）

区
分
の
募
集
を
開

始
し
ま
す
。

申
込
期
間
等

は
、
下
表
の
と
お

り
で
す
。

（
特
別
区
人
事
委
員

会
事
務
局
）

採 用 予 定 数 等
採用区分 試験･選考区分 採用予定数 主な受験資格

経験者
1級職

事務（一般事務） 207名程度 ・日本国籍を有する人で、昭和38年4月2日以降に生まれた人。
・民間企業等における業務従事歴が直近10年中4年以上ある人。
　業務従事歴は、1つの民間企業等での継続した経験を対象とし、複数の経験は通算しない。事務（ICT） 23名程度

土木造園（土木） 27名程度
・日本国籍を有する人（福祉は除く。）で、昭和38年4月2日以降に生まれた人。
・民間企業等における業務従事歴が直近10年中4年以上ある人。
　業務従事歴は、1年以上の期間について、複数のものを通算することができる。

建　　築 34名程度
機　　械 9名程度
電　　気 10名程度
福　　祉 46名程度
児童福祉 23名程度 ・国籍を問わず、昭和38年4月2日以降に生まれた人。

・�民間企業等における業務従事歴（児童心理は施設を問わず心理に関連する業務の従事歴）が直近10年中4年以上ある人
で、そのうち、児童相談所等での業務従事歴が2年以上ある人。

児童指導 16名程度
児童心理 15名程度

経験者
2級職

（主任）

事務（一般事務） 86名程度 ・日本国籍を有する人で、昭和38年4月2日以降に生まれた人。
・民間企業等における業務従事歴が直近14年中8年以上ある人。
　業務従事歴は、1年以上の期間について、複数のものを通算することができる。
　ただし、そのうち1ヵ所については、継続した4年以上の経験を有すること。

事務（ICT） 19名程度

土木造園（土木） 11名程度 ・日本国籍を有する人（福祉は除く。）で、昭和38年4月2日以降に生まれた人。
・民間企業等における業務従事歴が直近14年中8年以上ある人。
　業務従事歴は、1年以上の期間について、複数のものを通算することができる。

建　　築 17名程度
福　　祉 28名程度
児童福祉 17名程度 ・国籍を問わず、昭和38年4月2日以降に生まれた人。

・�民間企業等における業務従事歴（児童心理は施設を問わず心理に関連する業務の従事歴）が直近14年中8年以上ある人
で、そのうち、児童相談所等での業務従事歴が3年以上ある人。

児童指導 10名程度
児童心理 16名程度

経験者
3級職

（係長級）

事務（ICT） 4名程度
・日本国籍を有する人で、昭和38年4月2日以降に生まれた人。
・民間企業等における業務従事歴が直近18年中12年以上ある人。
　業務従事歴は、1年以上の期間について、複数のものを通算することができる。
　ただし、そのうち1ヵ所については、継続した4年以上の経験を有すること。

児童福祉 8名程度 ・国籍を問わず、昭和38年4月2日以降に生まれた人。
・�民間企業等における業務従事歴（児童心理は施設を問わず心理に関連する業務の従事歴）が直近18年中12年以上ある

人で、そのうち、児童相談所等での業務従事歴が5年以上ある人。
児童指導 2名程度
児童心理 7名程度

Ⅲ　類 事　　務 156名程度 ・日本国籍を有する人で、平成14年4月2日から平成18年4月1日までに生まれた人。

障害者 事　　務 84名程度

・日本国籍を有する人。
・以下のアからエのいずれかに該当する人。
　ア　身体障害者福祉法第15条に定める身体障害者手帳の交付を受けている人。
　イ　都道府県知事又は政令指定都市市長が発行する療育手帳の交付を受けている人。
　ウ　児童相談所等により知的障害者であると判定された人。
　エ　精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第45条に定める精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている人。
・昭和38年4月2日から平成18年4月1日までに生まれた人。

就職氷河期世代 事　　務 41名程度
・日本国籍を有する人。
・昭和45年4月2日から昭和61年4月1日までに生まれた人。
※職務経験は不問です。

※各試験・選考における受験資格の詳細は、各試験案内・選考案内をご覧ください。
　各試験案内・選考案内は、特別区人事委員会ホームページの「採用試験案内」からPDF形式で見ることができます。
※�Ⅰ類採用試験（令和5年4月30日第1次試験実施）に申し込んだ人は、受験の有無や試験区分に関わらず、今回実施する経験者採用試験・選考及び就職氷河期世

代を対象とする採用試験に申し込むことはできません。
※経験者採用試験・選考について
　「福祉」「児童福祉」「児童指導」の試験・選考区分は、次のいずれかの資格・免許を有することが必要です。
　①社会福祉士　②児童指導員　③保育士（保育士となる資格を有し、都道府県知事の登録を受けていること）
　「児童心理」の試験・選考区分は、学校教育法に基づく大学（短期大学を除く。）の心理学科を卒業又はこれに相当することが必要です。
　「事務」以外の試験・選考区分は、当該試験・選考区分に関連した業務従事歴が必要です。

日　　程

採用区分 申込期間 １次試験・選考 １次試験・選考
合格発表 ２次試験・選考 最終合格発表

経験者

　6月22日（木）～
　7月13日（木）
　【受信有効】

9月3日（日）
10月20日（金）

10月28日（土）、10月29日（日）、
11月3日（金）、11月4日（土）、
11月5日（日）のうち指定する1日

11月17日（金）
就職氷河期世代 11月3日（金）

Ⅲ　類
9月10日（日）

11月2日（木）、11月6日（月）
のうち指定する1日

障害者 10月11日（水） 10月30日（月）、10月31日（火）、
11月1日（水）のうち指定する1日
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特
別
区
内
に
お
い
て
路
上
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
方
及
び
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
方
に
対
す
る
支

援
は
、
就
労
に
よ
る
自
立
と
社
会
生
活
へ
の
復
帰
を

基
本
に
、
平
成
12
年
度
か
ら
都
区
共
同
の
路
上
生
活

者
対
策
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年

4
月
に
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
現

在
は
そ
の
法
律
の
自
立
相
談
支
援
事
業
及
び
一
時
生

活
支
援
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
関
す
る
特
別
区
の
役
割
の
う
ち
、
巡

回
相
談
事
業
、
緊
急
一
時
保
護
事
業
、
自
立
支
援
事

業
、
地
域
生
活
継
続
支
援
事
業
及
び
支
援
付
地
域
生

活
移
行
事
業
は
、
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合

（
以
下
「
特
人
厚
」
と
い
う
。）
が
共
同
処
理
し
て
い

ま
す
。

事
業
の
拠
点
と
な
る
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
は
、
23
区
を
5
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
1
か
所
設
置
（
5

年
ご
と
に
設
置
区
を
持
ち
回
り
）
し
て
い
ま
す
。

◆
巡
回
相
談
事
業

巡
回
相
談
事
業
は
、
各
区
と
連
絡
・
調
整
の
う
え
、

セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
地
域
を
巡
回
、
面
接
相
談
し
、

支
援
事
業
の
情
報
提
供
・
利
用
あ
っ
せ
ん
等
を
行
う

も
の
で
す
。
令
和
5
年
冬
期
の
路
上
生
活
者
数
は
、

3
8
4
人
（
都
実
施
「
路
上
生
活
者
概
数
調
査
」）

で
、
前
年
同
期
よ
り
53
人
減
少
し
ま
し
た
。
令
和
4

年
度
に
巡
回
相
談
を
行
っ
た
延
べ
人
数
は
3
9
9
8

人
と
前
年
度
よ
り
2
3
5
人
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

医
療
従
事
者
の
視
点
か
ら
路
上
生
活
者
に
対
し
て
支

援
を
行
う
看
護
師
同
行
の
巡
回
（
月
1
回
程
度
各
区

の
巡
回
に
同
行
）
を
平
成
27
年
度
か
ら
開
始
し
て
お

り
、
令
和
4
年
度
は
感
染
症
対
策
に
も
配
慮
し
つ
つ
、

8
0
9
件
の
医
療
相
談
を
受
け
、
血
圧
測
定
や
検
診

な
ど
、
延
べ
8
7
4
件
の
医
療
対
応
を
し
ま
し
た
。

◆
緊
急
一
時
保
護
事
業
・
自
立
支
援
事
業

緊
急
一
時
保
護
事
業
は
、
特
別
区
内
の
路
上
生
活

者
な
ど
に
対
し
て
、
一
時
的
に
保
護
す
る
こ
と
に
よ

る
心
身
の
回
復
な
ど
を
目
的
に
、
セ
ン
タ
ー
で
宿
泊

援
護
を
行
う
も
の
で
す
。
セ
ン
タ
ー
入
所
後
は
、
自

立
に
向
け
た
調
査
や
評
価
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
な
ど

も
行
い
ま
す
。

本
事
業
の
利
用
者
数
は
、
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
平
成

20
年
度
の
3
0
5
3
人
か
ら
漸
減
傾
向
に
あ
り
、
令

和
4
年
度
は
6
3
0
人
と
2
割
程
度
ま
で
に
減
少
し

ま
し
た
（
グ
ラ
フ
1
）。
背
景
に
は
、
都
区
共
同
で
取

り
組
ん
で
来
た
路
上
生
活
者
対
策
事
業
等
の
効
果
が

寄
与
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
他
、
新
型
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
生
活
福
祉
資
金
貸
付
の
対
象
者
要
件

の
緩
和
、
社
会
経
済
状
況
の
変
化
等
の
関
係
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
本
事
業
を
必
要
と

し
て
い
る
方
が
23
区
内
に
は
お
り
、
今
後
も
継
続
的

な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
利
用
者
の
年
齢
構
成
（
グ
ラ
フ
2
）
及
び

路
上
生
活
期
間
（
グ
ラ
フ
3
）
に
つ
い
て
は
、
令
和

3
年
度
に
比
べ
20
代
以
下
の
方
の
利
用
が
1
ポ
イ
ン

ト
増
加
し
、
路
上
生
活
1
ヶ
月
未
満
の
方
の
利
用
は

9
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
自
立
支
援
事
業
は
、
セ
ン
タ
ー
入
所
者
の

就
労
に
よ
る
自
立
や
円
滑
な
地
域
生
活
移
行
を
支
援

す
る
も
の
で
、
安
定
的
な
雇
用
先
の
確
保
及
び
速
や

か
な
就
労
の
開
始
と
そ
の
継
続
の
た
め
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
連
携
し
、
職
業
相
談
員
に
よ
る
専
門
的
な

就
労
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
生
活
相

談
や
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
相
談
（
住
宅
相
談
、
法

律
相
談
、
健
康
相
談
な
ど
）
の
機
会
も
提
供
し
て
い

ま
す
。

令
和
4
年
度
は
、
緊
急
一
時
保
護
事
業
を
利
用
し

路上生活者対策事業の紹介
（令和4年度実績報告）

3,053 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H20年度 H26年度 R2年度 R4年度R3年度

1,314 1,223 

469

857

672
630

519

655

1,571

自立支援事業
利用者

緊急一時保護
事業利用者

グラフ１  緊急一時保護事業・自立支援事業利用者数の推移



15

た
方
の
う
ち
73
％
が
本
事
業
に
移
行
し
、
51
％
が
就

労
自
立
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

◆
地
域
生
活
継
続
支
援
事
業

地
域
生
活
継
続
支
援
事
業
は
、
セ
ン
タ
ー
で
就
労

自
立
を
果
た
し
た
対
象
者
が
ア
パ
ー
ト
な
ど
で
地
域

生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
本
人
の
申
し
込
み
に
基

づ
き
必
要
な
支
援
（
訪
問
・
電
話
に
よ
る
生
活
就
労

面
の
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
）
を
行
う
も
の
で
す
。

令
和
4
年
度
は
、
就
労
自
立
し
た
方
の
83
％
が
本

事
業
を
申
し
込
み
、
相
談
件
数
は
延
べ
4
2
2
6
件

（
令
和
3
年
度
4
9
2
6
件
）
で
し
た
。

◆
支
援
付
地
域
生
活
移
行
事
業

路
上
生
活
が
長
期
化
・
高
齢
化
し
た
方
に
対
し
て
、

地
域
生
活
へ
の
移
行
を
目
的
と
し
た
、
新
た
な
都
区

共
同
事
業
を
令
和
元
年
度
よ
り
23
区
全
域
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
本
事
業
は
、
路
上
で
の
巡
回
相
談
か
ら
、

支
援
付
住
宅
で
の
居
住
支
援
及
び
見
守
り
支
援
ま
で

を
一
貫
し
て
行
う
も
の
で
す
。

令
和
4
年
度
は
、
41
人
（
令
和
3
年
度
40
人
）
が

新
た
に
支
援
付
住
宅
を
利
用
し
、
42
人
（
令
和
3
年

度
43
人
）
が
退
所
し
て
お
り
、
退
所
者
の
う
ち
、
24

人
が
生
活
保
護
を
受
給
し
、
ア
パ
ー
ト
等
を
利
用
し

て
地
域
生
活
へ
移
行
し
て
い
ま
す
。

特
人
厚
で
は
、
今
後
も
23
区
及
び
東
京
都
と
と
も

に
、
現
に
路
上
生
活
を
し
て
い
る
方
の
「
路
上
生
活

か
ら
の
脱
却
」
と
、
路
上
生
活
に
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
方
の
「
路
上
生
活
へ
の
移
行
防
止
」
の
た
め
に
、

本
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
厚
生
部
）
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グラフ２ 緊急一時保護事業利用者の年齢構成の推移
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グラフ３ 緊急一時保護事業利用者の路上生活期間の推移
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特別区職員研修所からのご案内

9月の研修メニューを紹介します

研修名 実施時期 申込条件

専門研修

検査技術 9/29（金） 検査業務に従事する職員

建築設備（給排水） 9/25（月）・9/26（火）・
9/28（木） 建築設備（給排水）業務を担当する職員

試行研修

児童相談所関連トピックス③ 9月下旬 子ども家庭支援センター職員で、リーダー的役割を担っている方

※紙面の都合上、9月に実施する研修の一部を紹介しています。
※�研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法や

申込期限（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。
※�研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（https://www.union.tokyo23city.lg.jp/kenshu/kenshujotop/index.

html）もご覧ください。
� （特別区職員研修所）

特別区職員向けのページです。

令
和
5
年
6
月

区
長
会
・
議
長
会
の
主
な
案
件
等

■�

自
治
体
と
U
N
H
C
R
難
民
支
援
に

お
け
る
協
働
と
連
携
に
つ
い
て

■�

東
京
都
地
域
防
災
計
画
震
災
編
（
令

和
5
年
修
正
）
に
つ
い
て

■�

近
年
の
東
京
都
周
辺
の
災
害
等
に
つ

い
て

■�

感
染
症
予
防
計
画
の
改
定
及
び
連
携

協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て

■�

令
和
6
年
度
国
・
都
の
施
策
及
び
予

算
に
関
す
る
要
望
（
特
別
区
長
会
独

自
要
望
分
）
に
つ
い
て

■
地
方
分
権
改
革
に
つ
い
て

■�

各
団
体
議
会
等
提
出
予
定
案
件
に
つ

い
て

■�

令
和
4
年
度
特
別
区
競
馬
組
合
決
算

概
要
等
に
つ
い
て

■�

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
理
事
会

の
概
要
に
つ
い
て

■�

東
京
都
区
市
町
村
振
興
協
会
理
事
会

の
概
要
に
つ
い
て

■�

オ
ー
ル
東
京
62
市
区
町
村
共
同
事
業

推
進
会
議
の
概
要
に
つ
い
て

■
税
財
政
部
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

令
和
5
年
度
都
区
財
政
調
整
協
議
に

つ
い
て

■�

都
区
の
あ
り
方
検
討
に
つ
い
て

■�

特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て

■�

令
和
4
年
度
特
別
区
長
会
決
算
認
定

に
つ
い
て

■�
区
長
会
専
門
部
会
等
の
構
成
に
つ
い

て
■�

各
種
審
議
会
委
員
等
の
推
薦
に
つ
い

て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

■�

令
和
5
年
度
議
長
会
役
員
等
の
選
任

に
つ
い
て

■�

前
期
議
長
会
か
ら
の
申
し
送
り
事
項

に
つ
い
て

■�

令
和
4
年
度
議
長
会
収
支
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

■�

令
和
5
年
度
議
長
会
等
の
予
定
に
つ

い
て

■�

議
長
会
主
催
「
特
別
区
政
意
見
交
換

会
」
の
開
催
に
つ
い
て

■�

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
　
令
和

4
年
度
調
査
研
究
内
容
及
び
令
和
5

年
度
（
第
3
回
）
調
査
研
究
報
告
会

の
開
催
に
つ
い
て

■�

令
和
5
年
度
第
2
回
公
益
財
団
法
人

特
別
区
協
議
会
理
事
会
議
決
結
果
に

つ
い
て

■�

令
和
5
年
度
公
益
財
団
法
人
特
別
区

協
議
会
定
時
評
議
員
会
提
出
予
定
案

件
に
つ
い
て

■�

関
東
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
の
概

要
に
つ
い
て

■�

前
期
議
長
会
か
ら
の
申
し
送
り
に
つ

い
て

■�

令
和
5
年
度
特
別
区
議
会
議
長
会
の

要
望
活
動
に
つ
い
て

■�

議
長
会
研
究
会
（
講
演
会
）
に
つ
い

て
（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

6.16

会
長
区

6.2

議
長
会
臨
時
総
会

6.19

議
長
会
総
会



　

17

東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
8月開講講座のご案内です！！

●�デジタル時代のメディア文化を考える�【講座コード：2321F009】	
—記号／メディア／コミュニケーション—

●�研究センター紹介講座　東京をとりまく自然災害と防災
� 【講座コード：2321G107】

　デジタルメディアは私たちの文化と社会をいかにして変
容させつつあるのだろうか。本講座では『コンテンツのメ
ディア論』（新曜社、2022）にもとづき、スマートフォン、
観光、ゲーム、広告などをとりあげながら、また、記号論
やメディア論などの理論や概念をわかりやすく紹介するな
どしながら、デジタル革命以後、今まさに私たちが直面し
つつある文化的／社会的状況について考えて行く。

第1回　バックミラーのなかのメディア文化
第2回　越境するコンテンツと文化
第3回　ゲームとゲーミフィケーション
第4回　アテンション・エコノミー時代の広告

　世界から見た日本は、水に恵まれ、極端な気温に達す
ることもありません。周囲を海に囲まれ山や湖があり風
景はよく、数えきれない程の温泉もあります。専門的に湿
潤温暖帯と呼ばれる自然環境によるものです。しかしこれ
は自然災害が発生しやすいことを意味し、111の活火山と
いう世界有数の火山、繰り返される巨大地震、毎年のよ
うに発生する風水害に象徴されます。しかも山がちで狭
い国土に非常に多くの人々が暮らします。よって我々は、
絶えず自然災害への備えを維持する必要があります。

　東京は島嶼域と23区・多摩からなります。火山島、平
野、山地と、多様な自然環境から構成されます。すなわ
ち東京及びそれをとりまく都市と周辺域では、あらゆる災
害種のシナリオ作成とそれに対する最適解を求める必要
があります。東京の島嶼域は、火山災害を中心に土砂災
害・風水害・津波といったマルチ災害ハザードと共生して
きた社会です。都市部もまた、富士山など噴火が起きれ

ば影響を得うる場所に火山を有しているだけでなく、首都
直下地震の発生も間近とされています。そのため、あら
ゆる災害に対し、社会学、行動科学等も含めた防災に常
時対応できる総合的な研究センターへの発展を視野に入
れていきます。

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞
東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/
Tel.03－3288－1050 （平日　9：00～17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

講　師：松本 健太郎　
　　　　二松学舎大学　文学部教授
日　時：8月17日（木）、24日（木）、31日（木）、9月2日（土）
　　　　18：30〜20：00（全4回）　
受講料：10,100円
場　所：オンライン
※�パソコンやタブレット、スマートフォンを通じての《オ
ンライン形式》講座となります。

講　師：鈴木 毅彦　　
　　　　東京都立大学大学院　都市環境科学研究科　
	 教授ほか
日　時：8月2日（水）、9日（水）、23日（水）、30日（水）
　　　　18：30〜20：00
　　　　9月9日（土）　14：00〜17：10（全5回）
受講料：13,000円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）
　　　　※最終回は現地視察あり
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延
命
化
工
事
に
つ
い
て

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

（
以
下
「
清
掃
一
組
」
と
い
う
。）
で

は
、
清
掃
工
場
22
施
設
（
建
替
中
の
2

施
設
を
含
む
）
を
管
理
運
営
し
て
い
ま

す
。清

掃
一
組
で
は
、
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
可
燃

ご
み
の
全
量
処
理
体
制
を
確
保
す
る
た

め
、
清
掃
工
場
を
計
画
的
に
整
備
し
て

い
ま
す
。
清
掃
工
場
の
耐
用
年
数
は
25

年
か
ら
30
年
程
度
と
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
、
耐
用
年
数
を
迎
え
る
工
場
が
多

く
な
る
こ
と
か
ら
、
一
部
の
工
場
に
40

年
程
度
ま
で
耐
用
年
数
を
伸
ば
す
延
命

化
工
事
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

千
歳
清
掃
工
場
の
延
命
化
工
事

千
歳
清
掃
工
場
は
、
し
ゅ
ん
工
か
ら

27
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を

40
年
程
度
ま
で
安
定
的
に
稼
働
さ
せ
る

た
め
、
2
か
年
計
画
で
延
命
化
工
事
を

行
い
ま
す
。

工
事
期
間
と
情
報
提
供

延
命
化
工
事
は
令
和
5
年
度
か
ら
6

年
度
に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。
な
お
、

プ
ラ
ン
ト
設
備
の
機
器
に
つ
い
て
は
製

作
期
間
が
長
期
に
な
る
た
め
、
令
和
4

年
度
に
契
約
を
行
い
、
製
作
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

工
事
に
伴
う
焼
却
炉
の
停
止
期
間
は

約
7
か
月
の
予
定
で
す
。
焼
却
炉
の
停

止
期
間
中
は
ご
み
の
搬
入
や
世
田
谷
区

立
千
歳
温
水
プ
ー
ル
へ
の
熱
供
給
の
停

止
、
工
場
見
学
の
中
止
と
い
っ
た
影
響

が
あ
る
た
め
、
関
係
者
へ
の
情
報
提
供

を
適
宜
行
い
ま
す
。

更
新
す
る
設
備
機
器

延
命
化
工
事
で
は
、
毎
年
実
施
し
て

い
る
定
期
点
検
補
修
工
事
で
は
実
施
が

困
難
な
大
型
装
置
を
は
じ
め
と
し
た
機

器
の
更
新
や
改
修
等
を
行
う
こ
と
で
、

延
命
化
を
図
り
ま
す
。

主
な
工
事
内
容
と
し
て
、
プ
ラ
ン
ト

設
備
で
は
乾
燥
・
燃
焼
ス
ト
ー
カ
、
灰

処
理
コ
ン
ベ
ヤ
、
タ
ー
ビ
ン
排
気
復
水

器
、
汚
水
処
理
設
備
の
更
新
に
加
え
、

各
ク
レ
ー
ン
の
部
分
改
修
や
ご
み
バ
ン

カ
ゲ
ー
ト
の
更
新
等
を
行
う
予
定
で

す
。
そ
の
ほ
か
に
変
圧
器
等
の
電
気
設

備
の
改
修
や
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
工
場

各
所
の
空
調
、
吸
収
式
冷
凍
機
と
い
っ

た
建
築
設
備
の
更
新
等
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

二
酸
化
炭
素
の
削
減
効
果

近
年
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
が
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
清
掃
工

場
で
は
ご
み
焼
却
の
ほ
か
、
焼
却
炉
の

稼
働
に
伴
う
電
力
・
燃
料
の
消
費
等
に

よ
り
、
二
酸
化
炭
素
等
の
温
室
効
果
ガ

ス
が
排
出
さ
れ
ま
す
。

延
命
化
工
事
で
は
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
を
削
減
す
る
た
め
に
、
最
新
機
器

へ
の
更
新
等
に
よ
り
消
費
電
力
を
削
減

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ご
み
焼
却
に
よ
る

発
電
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
収
支
の
効
率
化
を
図
る
等
、
積
極

的
に
施
設
の
省
エ
ネ
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
廃
棄
物
処
理
施
設

の
整
備
事
業
を
対
象
と
し
た
国
の
交
付

金
等
の
交
付
要
件
で
も
あ
り
ま
す
。

効
果
と
し
て
は
、
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
を
5
％
以
上
削
減
で
き
る
こ
と
を

見
込
ん
で
い
ま
す
（
二
酸
化
炭
素
削
減

率
は
、
環
境
省
の
『
廃
棄
物
処
理
施
設

の
基
幹
的
設
備
改
良
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
に

よ
る
）。

清
掃
一
組
は
、
目
標
と
す
る
計
画
稼

働
年
数
ま
で
施
設
を
安
全
・
安
定
的
に

稼
働
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
適
正
な
施

設
保
全
及
び
延
命
化
工
事
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

施
設
管
理
部
施
設
課
）

千歳清掃工場の延命化工事について
～安定的な可燃ごみの全量処理体制に向けて～

千歳清掃工場外観
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清
掃
工
場
の
整
備
手
法
に
つ
い
て

千
歳
清
掃
工
場
の
延
命
化
工
事
に
つ

い
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
清
掃
一

組
の
清
掃
工
場
で
は
他
に
も
、
建
替
工

事
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
と
い
っ
た
整

備
手
法
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

次
に
こ
れ
ら
3
つ
の
整
備
手
法
に
つ

い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

①
建
替
工
事

�　

既
存
の
清
掃
工
場
を
解
体
し
、
新
た

な
清
掃
工
場
を
建
設
す
る
工
事
で
す
。

建
替
工
事
後
の
耐
用
年
数
は
、
25
年
か

ら
30
年
程
度
で
す
。

②
延
命
化
工
事

�　

既
存
の
清
掃
工
場
の
耐
用
年
数
を
40

年
程
度
ま
で
伸
ば
す
（
10
年
程
度
延

伸
）
た
め
に
、
必
要
な
機
器
の
更
新
・

改
修
等
を
す
る
工
事
で
す
。

③
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

�　

既
存
の
清
掃
工
場
の
建
築
物
（
建
屋

等
）
を
除
く
施
設
の
設
備
・
機
器
を
全

て
更
新
す
る
工
事
で
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
後
の
耐
用
年
数
は
、
建
替
工
事

と
同
様
に
25
年
か
ら
30
年
程
度
で
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
導
入
に
つ
い
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
は
、
今
般
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
建
設
資
材
価
格
の
高

騰
に
よ
る
清
掃
工
場
整
備
事
業
へ
の
影

響
に
対
応
す
る
た
め
に
、
令
和
5
年
3

月
に
新
た
に
導
入
し
た
整
備
手
法
で
す
。

こ
の
工
事
は
、
建
替
工
事
と
比
べ
、

既
存
の
建
築
物
（
建
屋
等
）
を
利
用
す

る
こ
と
で
工
事
費
用
の
削
減
や
工
事
期

間
の
短
縮
、
省
資
源
化
等
の
点
で
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
大
型
化

す
る
最
新
の
公
害
防
止
設
備
等
を
既
存

の
建
築
物
内
に
設
置
す
る
た
め
、
施
設

規
模
等
に
制
約
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

建
築
物
等
の
劣
化
診
断
や
建
築
基
準
法

へ
の
適
合
性
の
確
認
が
必
要
と
な
り
ま

す
。リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
導
入
に
伴
い
、

こ
う
し
た
点
を
検
討
し
た
結
果
、
墨
田

清
掃
工
場
の
整
備
手
法
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
に
し
ま
し
た
。
今
後
整
備
が
予

定
さ
れ
て
い
る
清
掃
工
場
に
つ
い
て
も

導
入
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

安
定
的
な
可
燃
ご
み
の
全
量
処
理
体
制

清
掃
工
場
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。
今
後
は
多
く
の

清
掃
工
場
が
耐
用
年
数
を
迎
え
ま
す

が
、
可
燃
ご
み
を
全
量
処
理
し
な
が
ら

整
備
で
き
る
清
掃
工
場
の
数
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
3
つ
の
整

備
手
法
を
組
み
合
わ
せ
整
備
時
期
を
分

散
化
す
る
こ
と
で
、
必
要
な
焼
却
能
力

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
整
備
費
用
の

平
準
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
23
区
の
収
集
・
運
搬
へ
の
影

響
や
、
機
器
の
故
障
な
ど
に
よ
る
清
掃

工
場
の
長
期
停
止
に
備
え
た
リ
ス
ク
分

散
な
ど
も
踏
ま
え
た
清
掃
工
場
の
計
画

的
な
整
備
に
よ
り
、
今
後
も
安
定
的
な

可
燃
ご
み
の
全
量
処
理
体
制
を
確
保
し

て
い
き
ま
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

総
務
部
企
画
室
）
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（競馬事務局　広報課）

　　　　　　　　　　　　　　　開 催 成 績� （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 購買金額

3 5/22〜5/26 9,933,013,220円 1,036,818人 1,986,602,640円 207,364人 9,580円 98.7% 100.2% 98.6%
4 6/5〜6/9 9,136,833,130円 892,738人 1,827,366,630円 178,548人 10,230円 95.5% 80.7% 118.4%

友好交流提携記念イベント
「サンタアニタウィーク」を開催します!

開催日は毎日配信!
TCK公式YouTubeライブ番組「ウマきゅん」

　7月31日（月）から8月4日（金）までの第7回開催は、米国・サンタアニタパーク競馬場との友好交流提携を記念した
イベント「サンタアニタウィーク」を開催します。TCKはサンタアニタパーク競馬場と1995年より友好交流提携を結ん
でおり、サンタアニタパーク競馬場では「TOKYO CITY CUP（G3）」、大井競馬場では「サンタアニタトロフィー（S
Ⅲ）」を毎年お互いに実施しているほか、騎手や調教師の交流も行われてきました。また今年4月には、北米クラシック
の重要ステップレースであるサンタアニタダービー（G1）に、TCK所属のマンダリンヒーロー号が参戦し2着に入るな
ど大きな注目を集めました。
　入場制限のない今年のサンタアニタウィークは、競馬場内でのイベントを多数ご用意！アメリカ感満
載のグルメやグッズを取り揃えていますので、ぜひTCKにお越しください。
　今後もTCKはサンタアニタパーク競馬場との友好交流を深め、日本及びアメリカの皆様にTCK・競馬
の魅力を伝えて参ります。

　レース予想や競馬トークを楽しめるだけでなく、チャットを通して番組に参加できるTCK公式YouTubeライブ番組
「ウマきゅん」を、好評配信中です。多彩なレギュラー陣とともに重賞日には豪華ゲストが登場するほか、視聴者プレゼ
ント、大井競馬場名物予想屋さんの予想コーナーなど、充実の内容でお届けしております。
　ご自宅でも外出先でも、TCK公式YouTubeライブ番組「ウマきゅん」をどうぞお楽しみください！
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サンタアニタトロフィー（SⅢ）
●8月2日（水）
●1,600m

黒潮盃（SⅡ）
●8月16日（水）
●1,800m

TCKと米国・サンタアニタパーク競馬場は友好交流提
携を結んでおり、このレースは米国で行われる「TOKYO 
CITY CUP」の交換競走として実施されています。TCK
唯一のハンデ重賞としてトゥインクルレース最盛期に行
われることから、実力伯仲の熱いレースが期待されます。
＜優勝馬に日本テレビ盃の優先出走権を付与＞

真夏の3歳限定戦として毎年多くの来場者で賑わう重
賞となっています。春のクラシックロードを戦った実績
馬に対し、夏を迎えて急成長した上昇馬と、秋の飛躍を
期して全国から参戦する他地区の実力馬が激しいレー
スを繰り広げます。

8月の開催予定

馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

黒潮盃

大井競馬開催大井競馬開催

浦和競馬開催 浦和競馬開催

船橋競馬開催

川崎競馬開催

競

サンタアニタトロフィー

9月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

アフター５スター賞 ゴールドジュニア東京記念

大井競馬開催 大井競馬開催

浦和競馬開催

東京記念（SⅠ）
●9月6日（水）
●2,400m

アフター5スター賞（SⅢ）
●9月7日（木）
●1,200m

ゴールドジュニア（SⅢ）
●9月21日（木）
●1,200m

1964年の東京オリンピッ
ク開催を記念して創設さ
れたレースで、第１回から
変わることなく2,400m

の距離で実施している伝統の古馬重賞です。秋の大一番「JBC
クラシック」を目指し繰り広げる激しい戦いに注目が集まり、グ
レードも「SⅠ」に格付けされています。
＜上位５頭に埼玉新聞栄冠賞の優先出走権を付与＞

短距離戦で持ち味を発揮
する快速馬たちが、自慢
のスピードで残暑を吹き
飛ばす1,200mのスプリ

ント戦。「東京盃」から「JBCスプリント」へ続く秋の短距離交
流重賞に向け、南関東所属の有力馬が始動する注目のレース
です。＜優勝馬にテレ玉杯オーバルスプリントおよび東京盃
の優先出走権を付与＞

TCKで行われる最初
の2歳重賞として、
2020年に準重賞から
格上げされました。デ

ビューして間もない若駒たちが集い、翌年のクラシック制
覇を夢見て若さ溢れる走りを披露します。「3歳ダート三冠
競走」の主役候補を探す意味でも、見逃せないレースです。
＜上位2頭にハイセイコー記念の優先出走権を付与＞

川崎競馬開催

船橋競馬開催

浦和競馬開催


